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地盤 工 学会基準 「JGS 　T　211 土懸濁液の pH 試験方法」，
「JGS　T　221

土 の強熱減量試験方法」，
rJGS　T　241 土 の 水溶性成分試験方法」，

　 rJGS

T251 粘土鉱物判定の ための試料調整方法」 の一 部改正案に つ い て

地盤工 学会基準部
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1，　 ま え が き

　標記の 試験方法 に関 す る地 盤 工学会基準 （以 下，基準

とい う）は，1990年 の 改正以降 ， 内容 を 変更す る こ と

な く現在に 至 っ て い る 。 今般，関連す る規格や基準の 新

規制定 ・改正 ，化学試験機器の 急速 な 進歩，そ の 他軽微

な変更事由に よ り見直 しを す る必 要 性 が生 じた 。 基準部，

土質試験基準検討委員会，お よ び 関連す る 小委員会 （化

学試験小委員会）で は 見直しの 作業 を進め，改正案をま

とめ た の で ，こ こ に 提案す る。

　上 記の 4 試験方法 の うち，「粘土 鉱物判定の た め の 試

料調製方法」 と 「土 の 強熱減量試験方法 」 は 比較的軽微

な 改 正 で あ り，変更点 の み を 対比表で 示 して い る。「土

懸濁液の pH 試験方法」 と 「上 の 水 溶性 成分試験方法」

は変 更 点 が 多 く，対 比 表 の み で は 理 解 しに くい た め ，そ

の 全文を提示 して い る。

　 こ こ に公 示 す る改正案 につ い て の ご意 見は，書面 に て

1988 （平成 10）年 3 月3旧 ま で に 地 盤工 学 会基準部宛 に

提 出 して い た だ き た い 。関係委員会 お よ び 基準部で は提

出 され た ご意 見 を も とに 検 討 を進 め ，最終的 な改正 内容

を 理 事会 に お い て確定す る。

2． 基準改正 の経緯と概要

2．1 土 懸濁液の pH 試験方法

　水溶性の pH を 測 定 す る方法 や 原理 は，こ の 数十 年間

で 変化 して い ない 。現行 の 基準 で あ る 「上 の pH 試験」

の 方法 に つ い て も，原 理 は 全 く変わ るこ とは な い
。 pH

と電気伝導度は，土 の 化学的性質の概要 を知 る上 で 重要

な 因 子 で あ る。い ず れ の 試験 も懸濁状態 の 土 を対象と し

て 測定 した値 で あ り，土 自体 の pH で は な い 。こ の た め，

現行の 名称を 「土 懸濁液の pH 試験方法」 と変更 した 。

また，試料懸濁液 の 濃度 は 測 定値に影響をあた え る。試

験に よ っ て試料濃度が異な るの で は 得 られ た データ を利

用す る 際 に 不 都合 を 生 じる。新規 に制定予定の 「土懸濁

液の 電 気伝導度試験 」 との 整合性 を は か る意 味 か ら，試

料の 調製方法 を統
一

化 した 。 す な わ ち，現行の 基準 で は ，

土をそ の 乾燥質量の 2〜3 倍量 の 水 で 懸濁 さ せ て pH を

測定 す る と規定 して あ る が，こ れを，電気伝導度 を 測定

す る上 で 好 ま しい 5 倍質量 の 水で 懸濁 す る こ と と し，

両試験 と もに 同
一

の 方 法 で 調 製した 懸濁液を使用するよ

うに した 。 な お，公 示案 （全文） は 74 ペ ージ よ り掲 載

して い る。

　 2，2　土の 強熱減量試験方法

　土 中 に含 ま れ る結晶水や有機物 の 概略質量 を知 る試験

と し て 有用で 利用者 も 多い 。こ の た め ，JIS化 に 向け た

試験方法案も提案さ れ て い る1）。本基準案 も JISと同等

の 内容を基準 と して 提案 す る もの で ，加熱操作 の 再現性

向上 と利便性をはかる ため電気 マ ッ フ ル 炉 を使用 す る方

法 に 統
一

した。な お，新旧 対 比表は 次 ペー
ジ に掲載 して

い る。

　2．3 土 の水溶性成分試験方法

　現行 の 基準 で は，上に 含 ま れ る水 溶性 成分 の うち，塩

素 イ オ ン，硫酸 イ オ ソ，および水溶性成分 の 全質量 を測

定 す る。土 の 主 要 な 水溶性 成 分は ，ナ トリウ ム ，マ グ ネ

シ ウ ム ，カ ル シ ウ ム，カ リウ ム が 塩化物 や硫酸塩 の か た

ちで存在 して い る。水溶性 成 分 が 土 の 物理的
・
力学 的性

質 に及 ぼ す影響を 把握する ため に は，上 記 主 要水 溶成分

の 測定が 有用 とな る。ま た，現 行 基準 に採用され て い る

試 験 方法 は古典的な 重量分析法 と容量 分析法 に 基づ く方

法で あ り，す で に 大 方 の 機 関 に お い て は，土 壌中の 水溶

性 成分を分析機器 に より，迅速 か っ 簡便 に 測定 して い る

状況 に あ る 。 そ こ で，新規基準案 で は，  上 の 主 要な 水

溶性 成 分の 種類を明らか に す る，  機器分析法 を 全面的

に採用す る，との 観 点 か ら基準 を 改正 した。なお，公示

案 （全 文） は76ペ ージ よ り掲 載 して い る 。

　 2．4　粘土 鉱物判定の た め の 試料調製方法

　 誤字等を以 下 の よ うに修正 した 。

項 　　 　目 現行某準　　　　改　　正　　案

4，試 料調製 （4）付帯 条項 深さ 五 採取深 さL

ほ か の 試験方 法の 引用 JGSを引 用
JGS と 同内容 の JISが

あ る もの は JISを引用

　 　 　 　 　 　 　 　 参　考　 文　献

1） 地 盤工 学会基準部 ： 新規 制定の JIS 「土の 強熱 減量試験

　 方法」 の 素案 につ い て，土 と基礎，Vol．46，　No ．1，　pp ．

　 61，65，1998．
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「JGS　T　221 土 の 強熱減量 試験方法 」 の 変更点

　 項
一

目 　　　　　 現　　行 　　基　　準 　　　　　
1

．　　　　　　　ヒ
　 　 　　 改 　　 　 正 　 　　 案
馳

孺　 　 考

3 用 語の 定義 700へ・800℃ に強 熱 した と き 750土5D℃ に強 熱 した と き JIS規格 の 表 記 に 合 わ せ

一一 4 た。

試験 用 具   試料 を70D −80D℃で 強熱で きる もの 電 気 マ ッ フ ル 炉 　10DO ℃以 ．ヒに 加 熱 可能な JIS規 格の 他材 料 の 強 熱
．

1 もの 減 量試験 方法 との 整 合 を

2 図 り，電 気マ
ッ フル 炉の

み に 限定 した 。　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
↑
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．

　　 　　 　　　 　　 　
．．．．．．．．．一．．．．．．一．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．

試験用 具 （4） 1容量 25 50m 妨 勧 容量30〜50m1 の もの JIS　R 　 1301 る つ ば の 容

旦に準拠 した。
2．試験用 具（ア） 柄 つ き白金 線

「
柄つ き白金線」 削除 2．試験用 具 （2）の 理 由 と

同 じ。

2．試 験用 具　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 削除

d・−
3．試料〔5，

2．試 験 用 具 （7）の 変 更 に

　　 「亅除 。

4，試験方 法 （3），

4．試験方 法

　 付帯条項 （4、

4．試験方 法

　 付帯 条項 （5〕

0m 〜

5m1

　る つ ぼ を 強熱装 置に 人 れ ，徐 々 に 加 熱

す る。
　 温度 を 700〜800℃ に 保持 し，試 料が 一

定 質量 に な る ま で 強熱す る 。
　 強熱停 止後，る つ ぼ をデ ンケ

ー
タ
ー

に

移 し，ほ ぼ 室温 に な る ま で 冷 ま した 後，
全質Sl　Mb （g） をは か る。

還

1　、4｝

また ，ガ ス バ ーナ ー
を用 い た 場合は加熱 を停

止 して か ら数 分後 に デシ ケ ーターに 移す 。

4，試験方法

　 付帯

5．　試験

6．報告

6，報告事項

　 付帯条項 （1）

（3）　る つ ぼ を 電 気 マ ッ フ ル 炉 に 入 れ ，徐 々

　 に加熱す る。
　 　 温 度 を 750± 50℃ に 保 持 L ．1 時 間 強

　 熱 す る。
15） 強 熱停 止後，る つ ぼ を デ シ ケ

ー
タ
ー

に

　 移 し，ほ ぼ 室温 にな る まで 冷 ま した 後，
　 全質量 Mb （g） を は か る．
（6）　 （3）か ら （5）を 繰 り返 し，一定 質量 に な

　 った こ と を確 認す る。

削除

削除

「〔6〕質 量 が 増加 した 場 合 は ，増加 す る 前 の

質量 を
．一
定質量 とす る。」を 追 加

Mn ： 炉乾燥試 料

強熱 時間

削除

2，試験用具 （4）の 理 由と

同 じ。

∫IS規格 の 他材 料 の 強 熱

減 量試験 方法 との整 合を

図 り，一定質量 に な る こ

とを 確認 す る こ と を 義務

付け た 。

4、試験方 法 C3），〔4），（5）
の 変更に 伴い 削除。

2．試験 用 具 （2）の 理 由 と

同 じ。

4，試験方法 （3），（4），（5）
の 理 由 と1司じ。

2，試験 用具 （2）の 理 由 と

同 じ。

2．試験 用 具 （2）の 理 由 と

同 じ。

地盤工 学会基準案

土 懸濁液 の pH 試験方法

JGST211
− 199X

Test　Method 　for　pH 　of　Suspended　Soils

邑
黼 対数で 表 した もの を い う・

　 　 」

【付帯条項 】

1．本基 準 と部分 的に 異な る方 法 を用 い た場合 には，その 内容を

　報告事項 に明記 しな け れ ば な ら な い 。

1．2　高有機質土 に も適用で きる。

1．3pH は 酸性，ア ル カ リ性 の 度 合い を示 し，次式 で 定義 され

　 る。

　　　pH ＝log（1／［H ＋

］）＝− log［H ＋

］

「．

　 土 と基礎，46− 1 （480）
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【付帯条項】

2．1

　〔1） pH 計 の 例 を図一1に示 す。

　 （3＞ a ．表一 1 に 示 す よ うに 試料 の 粒径 に よって 容量 が異 な る 。

　　　b．強ア ，レカ リ性の ヒを取扱 う場 合 は，ボ リエ チ レ ン 製を

　 　 　 用 い る。

酢

（b） 携帯型

図
一i　 pH 計の 例

表一 1　 必要な試料 の 量 とビ
ー

カ
ー

の 容量の 目安

試料 の 粒径 〔mm ｝ 試料の 質 量 〔g｝ ビ・一カーの 容量 tml）

10以 下

5以 下

2以 下

1501003e 1000500200

2，2

　（D　pH 標 準液 に は，しゅ う酸塩，フ タル 酸 塩，中性 りん 酸塩，

　　ほ う酸塩，炭酸塩 があ る。通 常，中性 りん酸 塩 とフ タ ル酸塩

　　 を用 い る。

3， 試　料

．

一
（1＞ JGS 　 T　 101 「土質試 験 のた めの 乱 した土 の 試料調製

　方法」 の4．1 非 乾燥法 に よ っ て 得られ た もの を 用 い る。
  　粒径 10mm 以上 の 土 粒子 を ピ ソ セ ヅ ト等で 取 り除い

　 た もの を試 料 と す る。
〔3） 粒径 を考 慮 して適 量の 試料 を ビーカーに 入れ，試 料の

　炉 乾燥質量 に 対 す る 水 〔試料 中の 水を含む ）の質量 比 が

　5 に なる ように 水 を加 え る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1  　試 料 を攪 拌棒 で 懸濁 さ せ，30分 以 上，3 時 間以 内 静 置

　 した も の を 測 定 用 の 試 料液 とす る。

【付帯条項 】

　（D　固結 した 土 は，と きほ ぐして か ら用 い る。

　（3） a．試 料 の量 は粗粒 分が 多い 土ほ ど多めに 取 る。そ の 目安
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．

−

c

　 とビー
カ
ー

の 容量 を表一1に示 す。
b．試料の 含水 比 をあ らか じめ 測定 し，試料 の 炉乾燥 質量

　を求 め て お く。質量比 を 5 に して も懸濁液 の 状態に な ら

　ない 場 合は ，さ らに 水 を加 え る。

「4． 試。方法

一

4・lpH 計 の 調整 　 　 　 　 　 　 　 1
（1＞ あ らか じめ 通電 して お い た pH 計の 電極 を，水 に 10分

　 間以 上 浸漬 して お く。

  　電極 に付着 した 水 滴 を ろ 紙で 吸 い 取 ・った の ち，中性 り

　ん 酸塩 pH 標 準 液 に電 極 を 浸 漬 し，　 pH 計 ¢ ）指 示 値 が ，

　表尸2 に掲 げ る温度 に 対応 した pH に
・
致す る よ う に，

　pH 計 を調整す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 表

一一2　 pH 漂準液の 各温 度に お け る pH

广一
　　　　温度 〔℃〕一 7 ヌ rン酸塩 中性．り ん酸塩

0 4．00 6．98
5 400 6．95

lo 4、00 5．92
／5 4．00 6．90
20 4．oo 5．85
25 4、Ol 6．86
30 4．02 6．85
35 4、02 6．84

＿ 』 ＿ 」一

lL
＿

4．04 1＿ ＿聾 ＿ ．

t

’

（3） 7 タル酸塩 pH 標 準液 につ い て も，  と同様 の 操作 を

　 行 う。

（4）   と（3）の 操作 を交互 に 繰 り返 し，両方の指示 値が pH

　標準 液そ れ ぞ れ の 温 度 に対 応 した pH 値 に ，と もに

　 土 O．ユ以 内で
一

致 す るように 調 整す る。
4・2 ・H の 測 定 　 　 　 　 　 　 　 「
（1） ビ

ー
カ
ー内の試 料 液 を攪拌 しな が ら，電 極 を 試料液 に

　浸潰 す る。
〔2） pH 計の 指示値 が 安定 した 後に pH を 読 み取 る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．亅

【付帯条項 】

4．1

　（1） 長 時間使用 して い な か っ た ガ ラ ス 電 極 は ，あ らか じめ12

　　時 間 ，水 に浸漬 して か ら使用 す る。

（2） a．pH 標 準液 の 温度は，室温 に 近 い もの を用い る 。

　　b．pH 計 に 温 度補 償機 能 が 付 加 さ れ て い る 場 合 は ，　 pH

　　 標 準液の 温度 に 設定 す る。
（3） a．7 タ ル酸塩 pH 標 準 液の 代わ り に 試 料液 の pH が 2 以

　　 下 の 場 合 は しゅ う酸塩 を，pH が 10以上 の 場 合は ほ う酸

　　 塩 ま た は 炭酸 塩 の pH 標準液 を 用い る。こ れ ら の pH 標

　　 準液 の 各温 度 に おけ る pH を表一一3 に 示 す。

　　b．別 の pH 標準液 に 電極 を 浸漬す る場 合に は ，そ の 都度，

　　 電極 を水 で 3 回 以上 洗浄 し，ろ 紙で 水 滴を 吸 い 取る。

表
一3　 pH 標準液の 各温度 に おけ る pH

　 　温度 L℃〕

一
0505050／

122334 t

L ゆ う廳
一

一
一
「諞

一一
下
一

癜 ≡「
一

1．671
．671
．671
、671
．681
、681
、681
．691
．5919

．189
ユ 49

．109
．07

／0．Ol9
．979
．929
．s9
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比較
「

補充

複合電極

．．

　」幽■，
・じ ‘ ら ‘

・
ら
・’

  ：
・・

乙‘．
『
　 　 ・’弓 ：

鹽’●
；、
”

覧」 b°

比較電極内部液

液終部

試料液

4．2

　〔1） a．測定 は室 温 で 行 い ，pH 標準 液 と試料 液の 温 度差 を で

　　 　 　きるだけ 小 さ くす る。

　　　b．pH 計 の 電極 は，図一2 に 示す 程 度 の 深 さ ま で 浸漬 す

　　　 る。別の 試料 液を測定す る場合 は，そ の 都 度，電極 を水

　　 　 で 洗 浄 し，ろ紙 で 水 滴 を 吸 い 取 って か ら使用 す る。

報告事項

結 果に つ い て ，次 の 事 項 を報 告 す る。

土 懸濁液 の pH

本 基準 と部分 的 に 異 なる 方法を 用 い た場 合は，その 内

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

そ の 他，特 記すべ き事項　　　　　　　　　　　　　I
L −　　　　 一 一一一一一」

図
一2　 pH 測定の 例

地盤工 学会基準案

土の水溶性成分試験 方法

Test　Method 　for　Water−Soluble　Components　of　Soils

JGST241
− 199X

「1． 。 。

i

1
「

　1．1 試験の 目的

　こ の 試験は，土 の 水 溶性 成分 の う ち，ナ トリウ ム，カ リ ウ

ム ，カル シ ウ ム，マ グネシ ウム，塩化物お よ び硫酸塩 の 各含

有量 を求め る こ とを 口的 とする。

　1．2 適用範 囲

　粒径 約 10mm 以上の 土粒子 を取 り除 い た 十 を対 象 とす る 。

　L3 　用 語の 定義

　本基 準 に おけ る 水 溶性成 分の 含有量 とは，土 を水 に 浸漬 し

た と きに 溶 出する各成分の 質量 を f：の 乾燥 質量 に 対 す る百分

率で 表 した もの をい う。

【付帯 条項 】

L　本基準 と部分的 に 異 なる 方法 を用 い た場合 に は，そ の 内容 を

　報 告事項 に 明記 しなけ れ ばな らな い 。
1．2　高有機質土 に も適用 で きる。

1．3　こ こ で い う溶出 とは，土 を水 に 浸 し，振 と うを 行 っ て 可溶

　 性 成分 を 水 に 溶解さ せ る こ とで あ る。溶 出を 行 っ た 後，ろ 過

　 な ど に よ っ て 土 粒子 を除去 した もの を溶出液 とい う。

2，　 試験方法 の種類

　 　試験 方法は ，水 溶性 ナ トリウ ム
・
カ リウ ム ・カル シ ウ ム ・

　マ グ ネシ ウ ム 含有量 試 験 お よ び塩 化 物 ・硫 酸塩 含有量 試験 と

一 」
【付帯条項 】

2． 3．2 溶出液の 調製 で 得 られ た 溶出 液を 用 い て そ れ ぞ れ の 試 験

を行 う。

76

3．　溶出液 の 調製

3．1 調製用具

（D　振 と う機

（2） 遠 心分離機

（3） ろ過 装置

（4） ろ紙 孔 径 0．45　pm の メ ソ ブ ラ ソ フ ィ ル タ
ーまた は

　 こ れ と同等の ろ紙

  　振 と う瓶　容量 11 で樹脂 製広 凵 の もの

（6） 試薬瓶 　容量 SOO　ml の もの

の メ ス シ リγ ダー 容量 500mJ の もの

（8） ピ ン セ ッ ト

（9＞ は か り　感量 0．1g の もの

（1Φ 水 蒸留 水 ま た は イ オ ソ 交 換 水

3．2 調製方 法

（D　 自然 含水比 状態 の 土 を JGS 　 T　 101 「土 質試験 の た め

　 の 乱 した土 の 試料調 製方法」 の4．1 非乾 燥法 に よ っ て 得

　 られ た もの を用 い る Q

  　粒径 約 10mm 以 上 の 土 粒子 を ピ ン セ ヅ トで取 り除 い

　た もの を試料 とす る。試料の
一

部 を 用 い て含水比 W （％）

　 を 求 め る。

〔3） 炉 乾燥 質量約 50g に 相 当す る湿 潤試 料 Mw （g）を 計

　 り取 り，振 と う瓶 に入 れ る。

C4） 水 Vi　＝500　ml を 振 と う瓶 に 加 え る。

  振 と う機 （あ らか じめ 振 と う回 数 を 毎 分 約 200 回，振

　 と う 幅 を 4cm 以 上 5cm 以 下 に 調 整 した も の ） を 用 い

　 て ，常温 （お お む ね 20℃ ），常圧 で 6 時 間連続 して 振 と

　 うす る。
〔6） 振 と う後，懸濁 液 を 10〜30分 程 度 静 置後，毎分 3000

　回 転 で20分間 遠心 分 離 し た 後の 上 澄 み 液 を孔 径 O．45

　　土 と基礎，46− 1 （480＞
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　　 um の メ ン ブ ラ ソ フ ィ ル タ ーま たは こ れ と同等の ろ 紙 を

　 　 用 い て ろ過 す る 。

　 ｛7） ろ液 を 溶 出液 と し，試薬 瓶 に 入 れ保存 す る。

　 （8） 溶 出 液の 換算 係数 f （g！ml ） を次式 で 算定す る。

　 　 　 　 　 Md

　　　 ノ
＝

　　　　　Vl＋ Vt

　 　 　 た だ し，

　 　 　 　 　 　 　 Mw

　 　 　 Md ＝
　　　　　 1 ＋ （w ！lOO）

　 　 　 　 　 翅 za、− Md

　 　 　 v2　＝＝

　 　 　 　 　 　 Pu，

　 　 　 こ こ に，

　　　　 Vl ； 加 え た水 量 （500　mJ ）

　　　　 偽 ：試 料 に 含 まれ る水 の量 （ml ）

　　　　 Mw ：試 料 の湿 潤質量 （g）

　　　　 Md ： 試 料 の 炉 乾燥 質量 （g）

　 　 　　 W 　： 試 料 の 含 水 比 （％ ）

　 　 　　 ρw 　 ： 水の 密度 （9 ／cm3 ）

　 4． 水溶性ナ トリウム ・カ リウム ・カル シ ウム ・マ

　　　 グネ シ ウ ム 含有量試験

　 3．2で 調製 した 溶 出 液 に 含 ま れ る 各元 素の 量 を，JIS　K

OIO2 「工 業排水試 験方法 」 に よ っ て 規定 され て い るフ レ ーム

原子吸光 法 を用 い て 測定 す る。

　 4．1 試験用具

　 （P　フ レ
ー

ム 原子 吸 光分析装置

　 （2） ナ トリウム ・カ リウ ム ・カ ル シウ ム ・マ グ ネシ ウ ム 中

　 　 空陰極 ラ ン プ

　 〔3） ガラ ス 器 具類 　メ ス フ ラ ス コ 〔IOO　ml ，　250　ml ，1000

　 　 ml ），ビ ー
カ
ー （SO　m9 ，100 　ml ），ホール ピ ペ

ッ ト

　　 （1〜25mr ）

　 4．2 試 薬

　 （1） ナ トリウ ム 標 準液 （10mgNa ！ml ）

　 （2） カ リ ウ ム 標 準液 （10mgKfl ）

　 （3）　カ ル シ ウ ム 標準液 （20 　mgCafl ）

　 （4＞ マ グネ シ ウ ム 標準液 （2mgMg 〃）

　 （5〕　ラ ソ タン 溶液 （50　gfl）

　   　6mol 〃塩酸

　 の 　水 　蒸留水 または イオン 交換水

　 4．3　検 量線の 作成

　 〔D　各 元 素 の 標準液 1〜20ml を メ ス フ ラ ス コ 100　ml に

　　 段 階的 に と り，6mol1 〜塩 酸 2・ml を 加 え た 後．水 を標

　 　 線 ま で 加 え る。

　   　こ の 溶液 を ア セ チ レ ン
・空気 フ レ ーム 中 に噴霧し，各

　 　 元 素 の 測定波 長に お け る 指示 値 （吸 光 度ま た はそ の 比 例

　 　 値） を読 み 取 る。た だ し，カ ル シ ウ ム とマ グ ネシ ウ ム に

　 　 つ い て は ，（Dの 溶液 1  ml を 乾 い た ビーカーに と り，

　 　 ラ ン タ ソ 溶液 （50g ！1）1ml を加 え た 溶液 を用い る。

　 （3） 水 に つ い て も同様 な操作 を行 い ，得 られ た 指示 値 を空

　 　 試験値 とす る。

　 （4） 各 元素に つ い て  
〜
  の 操作を行い ，濃度 と指示 値 と

　　 の 関係線 （検量 線） を作成す る。検量 線の 作成は試 料の

　　 測定時に 行 う。

　 4．4　溶 出液の 測定

　 （1＞ 3．2で 調 製 した 溶 出 液 の 適 量 V （mJ ）をメ ス フ ラ ス コ

　　 100　ml に と り，6mol〃 塩酸 2ml を加 え た 後，水 を慓

　　 線 ま で 加え る 。

JarLuary，1998

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 資料
一533

　  　 こ の 溶液 を ア セチ レン ・空 気フ レ
ー

ム 中に 噴霧 し，各

　　元 素 の 測定波 長 に お け る 指示 値 （吸光度 ま た は その 比 例

　　値 ）を読 み 取 る。た だ し，カル シ ウム とマ グ ネシ ウ ム に

　　 つ い て は，共存成分 に よ る 妨害を 抑制 す るた め ，（1）の 溶

　　液 10m ♂を 乾 い た ビ
ー

カ
ー

に と り，ラ ン タ ン 溶 液 （50

　　gfl｝1ml を 加 えた 溶液を 用 い る。

　（3） 各元 素 に つ い て （1ト C2）の操 作を行い ，得 られ た指示 値

　　 （空試 験値 を補 正 した値） とあ らか じめ 作 成 した 検量 線

　　か ら各 元素の 濃度 C （mgfl ） を 求め る 。

　4．5 試験結果の整理

　水 溶性 ナ ト リウム
・
カ リウ ム

・
カ ル シウ ム

・
マ グ ネ シ ウ ム

の 各 含有量 S （％） を次式で算 出す る。

　 　 　 　 　 c
　　 　s；
　　 　 　 100fV

　 　 　 こ こ に，

　　　　C ：検量線 か ら求 めた元素 濃度 （mg ！1）

　　 　 　U ； 溶 出液 の 採取量 （ml ）

　　　 f ： 3．2で 求 め た 溶 出液 の換算 係数 （g／ml ）

　4．6 報告事 項

　　試 験結 果に つ い て 次 の 事項 を 報 告 す る。

　（D　溶出液 の 調製に用 い た試 料の 湿 潤質量 お よ び含水比

　（2） 水溶性 ナ ト リウ ム
・
カ リウ ム

・
カ ル シ ウ ム

・
マ グネ シ

　　ウ ム 含有量

　（3） 本基準 と部 分的 に異 な る方法 を用 い た場合 は，その 内

　　容

　（4） そ の 他特記す べ き事項

【付帯条項 】

4，2

　〔1）〜（4） 各 元 素 に つ い て，市販 の 慓 準 液 （1　OOO 　mg ！i） の 適

　　当量 を 水 で 希釈 して 100〜250mg 〃 の 慓 準Va　leO　mi を 作成

　 　 す る。さ ら に そ の 溶液 の 適 当量 を メ ス 7 ラ ス コ 250mJ に と

　 　 り，6mol 〃 塩 酸 5mJ を 加 え た 後，水 を標線 ま で 加 え る。

　（5） 酸化 ラ ン タ ソ （皿 ）29g を 少量 ず つ 6　molfi 　tnma　500 　ml に

　 　加 え て溶 か す。

4．3

　  　各元 素の 測 定波艮は 次の とお り とす る。

　 　　Na　589．O　nm ，　K 　766．5nm ，　Ca　422．7　nm ，　Mg 　285，2　nm

4．4

　  　 カル シ ウム の 定量 は，りん酸塩，硫酸塩，ア ル ミニ ウ ム な

　　どに よって 妨 害 され る 。 ま た ア ル ミ ニ ウ ム は，少量 （2mg ！

　　1）で もマ グ ネ シ ウ ム の 定 量 を 妨害す る。こ れ ら の 妨害は，

　　ラ ソ タ γ （50g 〃） を添 加 す る こ と に よ っ て 抑 制す る こ と が

　 　で き る。

　5， 塩化物 ・硫酸塩含有量試験

　3．2で 調 製 した 溶 出 液 に含 ま れ る塩 化 物 イ オ ン と硫酸 イオ

ン の 量 を，JIS　K 　OIO2 「工業排水試 験方法」 に よ っ て 規定

され て い る イオソ ク ロ マ トグラ フ 法 を用い て 測定 す る。

5，1 試 験用具

　〔！〉 イ オ ソ ク ロ マ トグ ラフ

（2＞ シ リン ジ 　1〜le　mt

（3） ガ ラ ス 器具類 　メ ス フ ラ ス コ （IOO　ml ，250　mJ ，1DOO

　 ml ），ホール ピペ
ヅ ト （1〜25　mJ ）

　5，2 試薬

Cl＞ 溶離液 　使 用す る装置 お よ び 分 離 カ ラ ム で 指定 された
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　 もの

  　除去液　使用 す る 装置お よ び除 去カ ラ ム で 指定 された

　 もの

（3） 塩 化物 イオソ標 準液 （10mgCl
−
！J）

（4） 硫 酸 イオ ン 標準 液 aOO 　mgso
，
u ．

！1）

5．3　検 量線の 作成

（1） 各イ オ ン の 標準tw　1〜20　ml を メ ス フ ラ ス コ 100　ml

　 に段 階的に と り，水 を標 線 まで加 える。

  　イ オ ン ク ロ マ トゲ ラ フ を 作動で きる 状態 に し，分離カ

　 ラ ム に 溶離 液 を一定 の 流量 （例 え ば，1−−2　mJ ！min ） で

　 流 し て お く。除去 カ ラ ム を 必 要 とす る 装置 で は 除 去 液 を

　
一

定 の 流量で 流 して お く。

（3） 標 準 液 の
一

定 量 （例 え ば 0．05〜O．2　ml の
一

定 量 ） を

　 シ リ ン ジ を 用い て イオ ン ク ロ マ トゲ ラ フ の 分離 カ ラ ム に

　 注入 し，一
定 の 流量 （例え ば，1〜2　mi ／min ）の 溶 離液

　 で 溶離 し，ク ロ マ トグ ラ 7 を 記 録す る。

  　ク ロ マ トグ ラ フ 上の 塩化 物 イオ ソ ま たは 硫酸イ オ ン に

　相当 す る ピー
ク につ い て ，指示 値 （ピ

ー
ク 高 さまた は ピ

　
ー

ク 面積 ）を 読み 取 る。

  　水 に つ い て も同様な操作 を行い ，得 られた指示値 を空

　 試験値 とする。

  　各イ オ ン に つ い て，濃度 と指示 値と の 関係線（検 量線）

　を 作成 す る。検 量線の 作成 は試料 の 測定 時に行 う。
5，4　溶 出液の 測定

（1） 3．2で 調 製 した 溶 出液 の 適 量 V （ml ）を メ ス フ ラ ス コ

　 lOO　ml に と り，水 を標 線 まで 加 え る。

〔2） こ の 溶 液に つ い て ，5．3の 〔2）〜〔4）の 操 作 を 行 い ，得 ら

　 れ た 指 示 値 （空 試験 値を 補正 した値 ） とあ らか じめ作成

　 した 検 量 線 か ら塩化 物 イオ ン また は 硫 酸 イオ ソ の 濃度

　 C （mg 〃） を求め る。

5、5　試験結果 の 整理

塩 化 物 ・硫酸塩 の 含有量 S （％） を次 式で 算出す る。
　 　 　 　 C
　 　 s＝
　　　 loefγ

　 　 こ こ に，

　　　C ；検量 線か ら求 めた 塩化物 イ オ ン ま た は 硫酸イオ

　　　　 ン の濃度 （mg ／1）

　　　V ： 溶出液の採 取量 （ml ）

　　 f ： 3．2で 求め た溶出液の 換算係数 （g／mt ）

5．fi 報告事項

試 験結果 に つ い て 次の 事項 を 報告す る。

（1） 溶 出液 の 調 製 に用 い た試 料の 湿 潤質量 お よび 含 水 比

  　塩 化 物
・硫酸 塩 含有量

【付帯条項 】

5，2

　（3）〔4＞ 各 イオ ン に つ い て ，市販 の 標 準 液 （1000mg 〃）を 水

　 　で 希釈す る。

5．3

　（1〕 塩化物 イオ ソ と硫酸イ オ ソ を同時に 測定 す る場合 に は，混

　　合標準液 （10mgCl 　 fl，　loo　mgSO ，

2
〃）を 用 い る。

5．4

　（1） 溶 出液 の 電気伝 導度 が 10mS ！m （25℃） 以 Eの 場 合 には，

　 　電 気 伝 導 率 が 10mS ／m 以 下 に な る よ うに ，水 で
一

定 の 割 合

　 　に 薄 め る。

78 土 と基 礎，46− 1 （4SO）
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